
『太
平
記
』
巻
七
の
構
成
と
展
開

元
弘
三
年
ご

三
三
三
)、
後
醍
醐
天
皇
不
在
の
畿
内
に
お
い
て
は
、
楠

正
成

・
大
塔
宮
護
良
親
王
を
核
と
し
て
、
H

討
幕
ω

の
火
が
消
え
ず
に
煉
り

続
け
て
い
た
。
鎌
倉
幕
府
は
、
そ
れ
ら
の
動
き
を
皆
滅
さ
せ
る
た
め
に
大

軍
存
派
遣
す
る
。
『
太
平
害
が
、
巻
六
か
ら
巻
七
に
か
け
て
採
り
上
げ
る
の

は
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
合
戦
の
経
過
と
、
巻
四
末
尾
に
隠
岐
へ
の
配
流

が
記
さ
れ
て
以
来
、
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
後
醍
醐
天
皇
の
再
登
場

と
で
あ
り
、
短
く
語
ら
れ
る
新
田
義
貞
の
動
向
は
、
や
が
て
巻
十
で
詳
述

さ
れ
る
事
と
な
る
。

本
稿
で
扱
う
巻
七
の
章
去
廿
ぽ
次
の
通
り
で
あ
る
。

て
吉
肝
城
軍
事

二
、
千
剣
破
城
軍
事

三
、
新
田
義
貞
賜
紛
旨
事

ノー、

一仁1

士百

伊

太

雄

四
、
赤
松
蜂
起
事

五
、
河
肝
謀
叛
事

六
、
先
帝
船
上
臨
幸
事

七
、
船
上
ム
回
戦
事

巻
六
第
五
章
「
関
東
大
勢
上
治
事
」
に

「元
弘
三
年
正
月
晦
日
、
諸
岡

ノ
軍
勢
八
十
均
騎
ヲ
一・
」
子
二
分
テ
、
吉
野
・
赤
坂

・
金
剛
山
、

三
ノ
城
へ

ゾ
被
レ
向
ケ
ル
」
と
あ
っ
て
、
詳
細
が
語
ら
れ
な
か
っ
た
「
吉
野
」
方
面
へ

の
攻
喰
が
、
「
一
冗
弘
三
年
正
月
十
六
日
(
右
の
巻
六
の
引
用
文
か
ら
考
え
て

も
、
こ
こ
は
「
一一
川
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
|

|
筆

者

豆
、
二
階
堂
出
羽

人
道
近
縦
、

ムハ
叫
ふ
い
小
附
ノ
勢
ニ
テ
大
塔

'H
ノ
箆
ラ
セ
給
へ
ル
吉
肝
ノ
城
へ

押
寄
ル
」
と
の
一
文
と
と
も
に
、
巻
七
第

一
章
に
お
い
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
。
巻

-K
の十本
一応
で
「
古
川
μ
ノ
大
衆
ヲ
語
ハ
セ
給
テ
、
安
普
賢
塔
ヲ
城
郭
ニ
構
へ

、

行
切
通
ス
吉
川
μ
川
ヲ
前
一
一
作
川
テ
、

三
千
余
騎
ヲ
随
へ
テ
楯
簡
ラ
セ
給
ケ
ル

ト
ソ
山
ヘ

シ
」
と
記
さ
れ
た
大
塔
宮
へ
の
攻
撃
が
、
漸
く
巻
七
で
語
ら

れ
る
市
と
な
る
。
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吉
肝
城
に
つ
い
て
の
「
菜
摘
河
ノ

川
淀
ヨ

リ
、
城
ノ
方
ヲ
向
しし
タ
レ
パ

、

嶺
ニ
ハ
白
旗
・
赤
旗
・
錦
ノ
旗
、
深
山
下
嵐
ニ
吹
ナ
ピ
カ
サ
レ
テ
、

雲
鰍

花
鰍
ト
怪
マ
ル

。
麓
ニ
ハ
数
千
ノ
官
軍
、
由同ノ
込
ヲ
耀
カ
シ
鎧
ノ
袖
ヲ

連
ネ
テ
、
錦
繍
ア
ン
ケ
ル
地
ノ
如
、ン
。
峯
高
シ
テ
道
制
ク
、
山
峨
シ
テ
苔

滑
ナ
リ
。
サ
レ
パ
幾
十
高
騎
ノ
勢
ニ
テ
責
ル
共
、
概
ク
落
ス
ベ
シ
ト
ハ
日
比

ヘ
ザ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
叙
述
は
、
巻
二
一
に
お
け
る
笠
置
城
に
つ
い
て
の
「
山

高
シ

テ
一
片
ノ
白
雲
峯
ヲ
埋
ミ
、
谷
深
シ
テ
寓
仰
ノ
育
岩
路
ヲ
遮
ル
。

磐
折
ナ
ル
道
ヲ
廻
テ
揚
ル
事
十
八
町
、

岩
ヲ
切
テ
堀
ト
シ
石
ヲ
畳
デ
扉
ト

セ
リ
。
サ
レ
パ
縦
ヒ
防
ギ
戦
フ
者
無
卜
モ
、
純
ク
登
ル
事
ヲ
得
難
シ
」
と

い
う
叙
述
と
類
似
す
る
形
の
、
攻
撃
側
か
ら
の
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
大
事
に
よ
っ
て
の
正
面
攻
撃
の
難
し
さ
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
「
此
山
ノ
案
内
者
ト
テ

一
方
へ
被
レ
向
タ
リ
ケ
ル
吉
野
ノ
執

行
岩
菊
丸
」
の

「
城
ノ
後
ノ
山
金
峯
山
」
よ
り
の
百
五
十
騎
に
よ
る
奇
襲

攻
撃
案
が
採
用
さ
れ
る
事
と
な
り
、
岩
菊
丸
は
、
巻
三
に
お
け
る
陶
山

一

族
と
同
様
に
、
城
側
の
隙
を
つ
い
て
敗
北
へ
と
追
い
詰
め
る
役
割
を
果
た

す
。
た
だ
、

笠
置
城
で
の
後
醍
醐
天
皇
が
実
戦
に
関
与
し
な
い
存
在
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
吉
野
城
に
お
け
る
大
塔
宮
は
、

「
今
ハ
遁
レ
ヌ
庭
也
ト

思
食
切
テ
」
敵
陣
に
駆
け
入
り
奮
戦
す
る
存
在
で
あ
っ
た
た
め
に
、
敗
戦

後
の
展
開
に
差
遠
が
生
じ
る
。
「
最
後
ノ
御
酒
宴
」
に
臨
ん
だ
大
塔
宮
は
、

「
御
鎧
ニ

立
所
ノ
矢
七
筋
、
御
頬
サ
キ
二
ノ
御
ウ
デ
二
箇
所
ツ
カ

レ
サ
セ

給
テ
、
血
ノ
流
ル
、
事
瀧
ノ
如
、
ン
」
と
い
う
有
様
で
あ
り
、
「
敵
ノ
頚
ヲ
サ

シ
貫
テ
」
参
上
し
た
木
寺
相
模
が
舞
を
披
露
す
る
。
続
い
て
村
上
彦
四
郎

義
光
が
「
鎧
ニ

立
慮
ノ
矢
十
六
筋
、
枯
野
ニ
残
ル
h
h
金
十
ノ
、
風
ニ
臥
タ
ル
如

逢
一
が
き
日
荷
す
る
o

A
え
と
と
も
こ
当
乞
コ

J
Kう
i=

f
こ
げ
戸
、
〈
「
コ
「

1

ク
ニ
折
懸
」

て
参
候
し
、
「
此
城
ニ

テ
功
ヲ
立
ン
事、

今

ハ
叶
ハ
ジ
ト
究

へ
候
」

と
述
べ

、
「一

方
ヨ
リ
打
破
テ、

一
歩
落
テ
可
レ
有
一一
御
克

一」
と

蛇

案
し
、
「
恐
ア
ル
事

ニ
テ
候
へ
共
、
メ
サ
レ
テ
候
錦
ノ
御
鎧
直
垂
卜
、
御
物

具
ト
ヲ
下
給
テ
、
御
詩
ノ
字
ヲ
犯
シ
テ
敵
ヲ
欺
キ
、
御
命
ニ
代
り
進
セ
候

ハ
ン
」
と
、
自
ら
大
塔
宮
の
代
役
と
な
る
事
を
主
張
す
る
。
「
争
デ
カ
サ
ル

事

ア
ル
ベ
キ
、
死
ナ
パ

一
所
ニ
テ
コ

ソ
兎
モ
角
モ
ナ
ラ
メ
」

と
答
え
る
大

塔
宮
に
対
し
、
村
上
義
光
は
「
言
パ
ヲ
荒
ラ
カ

ニ
シ
テ
」

「
沿
程
一一云
甲

斐
ナ
キ
御
所
存
ニ
テ
、
天
下
ノ
大
事
ヲ
思
食
立
ケ
ル
事
コ

ソ
ウ
タ
テ
ケ
レ
。

ハ
ヤ
其
御
物
共
ヲ
脱
セ
給
ヒ
候
へ
」
と
述
べ
て
大
塔
古
の
鎧
の

k
帯
を
解

い
た
た
め
、
大
塔
・げ白
も
鎧
な
ど
を
脱
ぎ
日付
え

「我
若
生
タ
ラ
パ
、
汝
が
後

生
ヲ
訪
ベ
シ
。
共

ニ
敵
ノ

T
ニ
ヵ

、
ラ
パ

、
冥
途
マ
デ
モ
同
ジ
岐

ニ
作

フ

ベ
シ
」
と
落
涙
し
つ
つ

「勝
子
川
紳
ノ
御
前
ヲ
南
へ
向
テ
」
落
ち
て
行
く
。

そ
の
後
で
す
向
櫓
に
舛
っ
た
義
光
は
、
大
塔
宮
を
名
乗
っ
て
「
鎧
ヲ
脱
デ
松

ヨ
リ
下
へ
投
落
シ
、
錦
ノ
鎧
直
垂
ノ
袴
許

ニ
、
練
貫
ノ
二
小
袖
ヲ
抑
膚
脱

デ
、
自
ク
泊
、
ゲ
ナ
ル
膚
ニ
刀
ヲ
ツ
キ
立
テ
、
左
ノ
脇
ヨ
リ
右
ノ
ソ
パ
版
マ

デ

一
文
字
ニ
掻
切
テ
、
服
姻
デ
櫓
ノ
桜
ニ
ナ
ゲ
ツ
ケ
、
太
刀
ヲ
け

ニ
ク
ワ

へ
テ
、
ウ
ツ
伏

ニ
成
テ
」
凄
絶
な
以
則
を
遂
げ
た
。

巻
二
に
お
い

て
、
後
醍
醐
天
皇
の
代
役
を
叡
山
に
赴
か
せ
る
事
を
提

案
し
た

の
は
大
塔
宮
で
あ

っ
た
が
、
巻
七
で
は
、
自
ら
代
役
を
申
し
出

た
村
上
義
光
を
犠
牲
と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
大
塔
富
は
辛
う
じ
て
危
地
を

脱
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

「
南
ヨ
リ
廻
リ
ケ
ル
吉
肝
ノ
執
行
ガ
勢
五
百

余
騎
」
が
「
多
年
ノ
案
内
者
ナ
レ
パ
、
道
ヲ
要
リ
カ
サ
ニ
廻
リ
テ
、
打
山
田

メ
奉
ン
」
と
し
た
場
面
で
は
、
「
村
上
彦
四
郎
義
光
が
子
息
兵
衛
峨
入
品

、」主
E
ぺ'守山

二
M
M
U
-

記
M
r
F

ゴヨア

3
、、し、、
e

r
r

i

こ
二
「
言
、

n
L
 

FO
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訴
事
時
八
，
刀

-
M

踏
ニ
カ
コ
境
ノ
h
f
」
」
ノ
州
庄

'ホ
l

閉
エ
ニ
草
ん
j
メノ
J
t
R「
ノ

EP---
E
'
J
1
 

隆
L

が
登
場
す
る
。
父
と
と
も
に
自
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
父
か
ら
「
且

ク
生
テ
宮
ノ
御
先
途
ヲ
見
ハ
テ
進
セ
ヨ
」
と
諭
さ
れ
た
た
め
に

「カ
ナ
ク

且
ク
ノ
命
ヲ
延
テ
」
大
塔
宮
に
随
行
し
て
い
た
義
隆
は
、
五
百
余
騎
の
敵

を
相
手
に
奮
戦
し
、

最
後
は
自
害
し
て
果
て
る。

結
局
、
大
塔
宮
は
、
村
上
父
子
の
犠
牲
と
引
き
替
え
に
、
天
河
か
ら
高

野
山
へ
と
落
ち
延
び
る
事
が
で
き
た
。
一

方
、
代
役
と
な
っ
た
村
上
義
光

の
首
を
大
塔
宮
と
信
じ
、
六
波
羅
に
送
つ
て
の
首
実
検
の
結
果
「
ア
リ
モ

ア
ラ
ヌ
者
ノ
頭
也
」
と
判
定
さ
れ
た
二
階
堂
道
議
は
、
「
猶
安
カ
ラ
ズ
思

テ
」
高
野
山
へ
押
し
寄
せ
る
。
し
か
し
、
「
一
山
ノ
衆
徒
皆
心
ヲ
合
テ
宮
ヲ

際
シ
奉
」
っ
た
た
め
「
数
日
ノ
粉
骨
甲
斐
モ
ナ
ク
テ
」
千
剣
破
城
へ
と
移

動
す
る
。

第
二
章
は
、
「
前
ノ
勢
八
十
寓
騎
」
(
巻
六
に
「
諸
園
ノ
軍
勢
八
十
高
騎
ヲ

三
手
ニ
分
テ
」
と
あ
っ
た
事
と
の
混
同
か
。
巻
六
で
は
「
金
剛
山
へ
ハ

陸
奥
右
馬
助
、
揚
手
ノ
大
将
ト
シ
テ
、
其
勢
廿
高
騎
」
と
あ
り
、
大
手
に

向
か
っ
た
長
崎
悪
四
郎
左
衛
門
尉
の
勢
も
十
数
万
騎
で
あ
っ
た
)
に
「
赤

坂
ノ
勢
L
(

巻
六
に

「赤
坂
へ
ハ
阿
曾
弾
正
少
弼
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
其
勢
八

首
円
余
騎
」
と
あ

っ
た
)
と
「
吉
野
ノ
勢
」
(前
章
に
「
六
首
円
余
騎
」
と
あ

っ

た
)
と
が
加
わ
っ
て

「百
高
騎
」
を
越
え
た
「
千
叙
破
ノ
寄
手
」
に
つ
い

て
「
城
ノ
四
方
二
三
里
ガ
問
ハ
、
見
物
相
撲
ノ
場
ノ
如
ク
打
囲
デ
、
尺
寸

ノ
地
ヲ
モ
除
サ
ズ
充
満
タ
リ
」
と
描
か
れ
る
。

一
旋
旗
ノ
風
ニ
翻
テ
康
ク
気
色
ハ

、
秋
ノ
野
ノ
尾
花
ガ
末
ヨ
リ
モ
繁
ク

一
剣
戟
ノ
日
ニ
映
ジ
テ
耀
ケ
ル
様
ハ

、
暁
ノ
霜
ノ
枯
草
ニ
布
ル
ガ
如
ク

一
也一大
軍
ノ
近
ヅ
ク
慮
ニ
ハ
、
山
勢
是
ガ
為
ニ
動
キ

一
時
ノ
撃
ノ
震
フ
中
ニ
ハ
、
坤
軸
須
奥
ニ
擢
ケ
タ
リ

と
、
対
句
表
現
に
よ
っ
て
大
軍
の
有
様
を
叙
述
し
た
後
に
、
城
側
の
楠
正

成
に
つ
い
て

「此
勢
ニ
モ
恐
介
、
ァ
ト
、
働

一、一千
人ヘ一

t
p十
勢
一寸号
、
誰

ヲ
慾
ミ
何
ヲ
待
共
ナ
キ
一
一
、
城
中
ニ
コ
ラ
ヘ

テ
防
ギ
戦
ケ
ル
楠
ガ
心
ノ
程

ゴ
ソ
不
敵
ナ
レ
」
と
紹
介
す
る
。
怠
大
な
数
の
攻
撃
側
に
つ
い
て
華
麗
に

描
写
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
傍
点
部
分
に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
と
は
対
照

(注
3
)

的
な
小
勢
の
楠
正
成
は
、
戦
う
と
す
れ
ば
、

「不
敵
」
な
「
心
ノ
程
」
だ
け
が
、

そ
の
落
差
を
埋
め
る
も
の
と
な
る
。

実
際
の
合
戦
場
面
を
追
っ
て
み
よ
う
。「
此
城
東
西
ハ
谷
深
ク
切
テ
人
ノ

上
ル
ベ
キ
様
モ
ナ
シ。

南
北
ハ
金
剛
山

ニ
ツ
ザ
キ
テ
而
モ
峯
絶
タ
リ
」
と
、

楠
側
に
と

っ
て
有
利
な
紹
介
を
し
た
あ
と
に
「
サ
レ
ド
モ
高
サ
二
町
許
ニ

テ
、
廻
リ
一

里
ニ
足
ヌ
小
城
ナ
レ
パ
」
と
い
う
否
定
的
説
明
を
連
接
さ
せ

る
。
た
だ
、

寄
手
が

「何
程
ノ
事
カ
有
ベ
キ
」

と
「
是
ヲ
日
町
骨
一
千」

攻
撃

を
仕
掛
け
た
の
に
対
し
、
楠
側
は
「
少
、
ア
干
か
ん
が
糸
、
静
か
小
但
町
一小
、
高

櫓
ノ
上
ヨ
リ
大
石
ヲ
投
カ
ケ
/
¥
、
楯
ノ
板
ヲ
微
塵
ニ
打
砕
テ
、
漂
フ
慮

ヲ
差
ツ
メ
/
¥
射
」
た
た
め
に
、
寄
手
の
死
傷
者
は
「

一
日
ガ
中
ニ
五
六

千
人
ニ
」

達
し
た
。

数
日
後
、
「
赤
坂
ノ
大
将
金
津
右
馬
助
」
が
、
赤
坂
城
攻
略
の
体
験
に
基

づ
い
て
「
東
ノ
山
ノ
麓
ニ
流
タ
ル
渓
水
ヲ
、
夜
々
汲
鰍
ト
究
テ
候
」
と
推

q
J
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察
し
、
名
越
越
前
守
を
大
将
と
す
る
三
千
余
騎
が
派
遣
さ
れ

「水
ノ
溢

ニ

陣
ヲ
取
セ
、
城
ヨ
リ
人
ヲ
リ
下
リ
ヌ
ベ
キ
道
々

ニ
、
逆
木
ヲ
引
テ
ゾ
待
懸

ケ
ル
」
と
い
う
作
戦
が
と
ら
れ
る
。
こ
の
作
戦
は
、
城
側
に
と
っ
て
は
致

命
的
な
も
の
に
な
る
は
ず
と
見
ら
れ
た
が
、
物
語
の
展
開
は
、
右
の
文
章

に
続
け
て
「
楠
ハ
元
来
勇
気
智
謀
相
粂
タ
ル
者
ナ
リ
ケ
レ
パ
」
と
し
て
、

「
大
ナ
ル
木
ヲ
以
テ
、
水
舟
ヲ
二
三
百
打
セ
テ
、
水
ヲ
溢
置
」
き
「
舟
ノ

底
ニ
赤
土
ヲ
沈
メ
テ
、
水
ノ
性
ヲ
損
ゼ
ヌ
様
ニ
」
し
た
楠
正
成
の

「智
慮

ノ
程
」
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
水
源
警
備
に
派
遣
さ
れ

た
兵
達
が
「
始
ノ
程
コ
ソ
有
ケ
レ
、
後
ニ
ハ
次
第
々
々
ニ
心
慨
リ
、
機
緩

テ
」
「
用
心
ノ
髄
少
シ
無
沙
汰
ニ
」
な
っ
た
状
況
が
描
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

楠
は
「
是
ヲ
見
ス
マ
シ
テ
、
究
意
ノ
射
手
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
二
三
百
人
夜
ニ
紛

テ
城
ヨ
リ
ヲ
ロ
シ
」
攻
勢
に
出
る
。
そ
の
た
め
、
名
越
越
前
守
は
「
コ

ラ

へ
粂
テ
、
本
ノ
陣
へ
」
引
き
退
く
。
楠
側
は
「
捨
置
タ
ル
旗
、
大
幕
ナ
ン

ド
ヲ
取
持
セ
テ
」
「
閑
ニ
城
中
へ
」
一
戻
一
る
。
つ
ま
り
、
金
津
右
馬
助
の
折
角

の
作
戦
も
、
完
結
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
楠
を
追
い
詰
め
る
事
が
で
き

ず
に
終
わ
る
。
し
か
も
、
戦
闘
の
最
先
端
に
い
る
責
任
者
は
金
津
右
馬
助

で
は
な
く
名
越
越
前
守
で
あ
り
、
そ
の
敗
退
が
次
の
場
面
を
招
来
す
る
事

長
」
介
き
令
。

す
な
わ
ち
、
「
其
翌
日
」
楠
側
は

「
三
本
唐
笠
ノ
紋
書
タ
ル
旗
ト
、
同
キ

文
ノ
幕
」
を
城
に
掲
げ
、
「
是
コ
ソ
皆
名
越
殿
ヨ
リ
給
テ
候
ツ
ル
御
旗
ニ
テ

候
へ
」
等
と
「
同
音
ニ
ド
ッ
ト
笑
」
う
。
恥
辱
を
受
け
た
名
越
勢
五
千
余

人
は
「
切
岸
ノ
下
迄
」
攻
め
寄
せ
る
が
「
岸
高
シ
テ
切
立
タ
レ
パ
、
矢
長

ニ
思
へ
共
ノ
ボ
リ
得
ズ
、
唯
徒
ニ
城
ヲ
院
、
分
仙
ヲ
押
へ
テ
怠
ツ
ギ
居
」
た

と
こ
ろ
へ
、
城
中
か
ら
は
「
切
岸
ノ
上

ニ
横

へ
テ
置
タ
ル
大
木
十
計
切

テ
落
、
と
た
た
め
、
四
五
百
人
が
圧
死
し
、
「シ
ド
ロ
ニ
成
テ
騒
グ
」
寄
手

に
向
か
っ
て
「
十
万
ノ
櫓
ヨ
リ
指
落
、
ン
、
思
様
ニ
射
ケ
ル
問
、
五
千
余
人

ノ
兵
共
残
ス
ク
ナ
ニ
討
レ
」
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
「
尋
常
ナ
ラ
ヌ
合
戦
ノ
憧
ヲ
見
テ
、
寄
手
モ
侮
リ
ニ

夕
、
L

思
い
、
「A
7
ハ
始
ノ
様
ニ
、
勇
進
デ
攻
ン
ト
ス
ル
者
モ
無
」

く
な
っ
た。

長
崎
四
郎
左
衛
門
尉
の
提
案
に
よ
る
兵
線
攻
め
は
、
攻
撃
側
に
と

っ
て
の

第
二
の
良
策
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

「徒
然
ニ
皆
湛
粂
テ
」
始
め
た
「

一
高
句
ノ
連
歌
」
の
発
句
を
長
崎
師
宗
が

「
サ
キ
粂
テ
カ
ツ
色
ミ
セ
ヨ
山

楼
」
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
工
藤
高
景
が
「
嵐
ヤ
花
ノ
カ
タ
キ
ナ
ル

ラ
ン
」

と
付
け
る
。

「
雨
句
ト
モ
ニ
、
詞
ノ
縁
巧
ニ
シ
テ
句
ノ
穏
ハ
優
」
と
思
わ
れ
た

が
「
御
方
ヲ
パ
花
ニ
ナ
シ
、
敵
ヲ
嵐
ニ
喰
へ
」
た
点
が
「
替
市
忌
也
ケ
ル
表

事
哉
ト
後
ニ
ゾ
思
ヒ
知
レ
ケ
ル
」
と
述
べ
ら
れ
、
寄
手
側
の
敗
北
が
先
取

り
す
る
形
で
語
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る。

一
応
「
或
ハ
碁

・
隻
六
ヲ
打
テ
日
ヲ
過
シ
、
或
ハ
百
服
茶

・
褒
庇
ノ
歌

会
ナ
ン
ド
ヲ
翫
デ
夜
ヲ
明
ス
」
と
い
う
よ
う
な
寄
手
側
の
態
度
は
、
「
是
ニ

コ
ソ
城
中
ノ
兵
ハ
中
々
被
レ
悩
タ
ル
心
地
シ
テ
、
心
ヲ
遣
方
モ
無
リ
ケ
ル
」

と
い
う
効
果
を
引
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
楠
正
成
は
「
イ
デ
サ
ラ
パ
、
又

寄
手
タ
パ
カ
リ
テ
居
眠
サ
マ
サ
ン
」
と
し
て

「
芥
ヲ
以
テ
人
長
二
人
形
ヲ

二
三
十
作
テ
、
甲
由
丙
ヲ
キ
セ
兵
杖
ヲ
持
セ
テ
、
夜
中
ニ
城
ノ
麓
ニ
立
置
キ、

前
二
塁
楯
ヲ
ツ
キ
繁
べ
、
其
後
ロ
ニ

ス
グ
リ
タ
ル
兵
五
百
人
ヲ
交
へ
テ
、

夜
ノ
ホ
ノ
許
¥
ト
明
ケ
ル
霞
ノ
下
ヨ
リ
、
同
時
二
時
ヲ
ド
ッ
ト
作
ル
」
と

い
う
作
戦
を
と
り
、
攻
め
寄
せ
た
寄
手
に
対
し
、
「城
ノ
兵
乗
テ
巧
タ
ル
事
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ナ
レ
パ

、
矢
軍
チ
ト
ス
ル
様
ニ

シ
テ
大
勢
相
近
ヅ
ケ
テ
」
人
形
だ
け
を
残

し
て
城
に
引
き
あ
げ
る
。

「
人
形
ヲ
賓
ノ
兵
ゾ
ト
心
得
テ
」
近
付
い
た
寄
手

に
対
し
、
正
成
は
「
所
存
ノ
如
ク
敵
ヲ
タ
パ
カ
リ
寄
セ
テ
、
大
石
ヲ
四
五

十
、
一
度
ニ

パ
ッ

ト
毅
ス
」。

こ
う
し
て、

寄
手
は
又
し
で
も
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
、
合
戦
後
に

「一

足
モ
引
ザ
リ
ツ
ル
兵
」
が
実
は
「
藁
ニ
テ
作

レ
ル
人
形
」
だ

っ
た
と
判
明
し
、
「
唯
兎
ニ
モ
角
ニ
モ
寓
人
ノ
物
笑
ヒ
」
と

介
。
っ
か
~
。

こ
れ
以
後
は
「
弥
合
戦
ヲ
止
」
め
た
た
め

「諸
国
ノ
軍
勢
唯
徒
-一
城
ヲ

んす
リ
上
テ
居
タ
ル
計
二
テ
、
ス
ル
ワ
ザ
一

モ
無
リ
ケ
リ
」
と
い
う
事
に
な
っ

た
が
、
「
大
将
ノ
陣
ノ
前
」
に
は
「
古
歌
ヲ
翻
案、
ン
テ」

包
囲
軍
の
無
策

ぶ
り
を
皮
肉
っ
た
狂
歌
ま
で
が
立
て
ら
れ
た
。
更
に
「
軍
モ
無
テ

ソ
J

ロ

ニ
向
ヒ
居
タ
ル

ツ
レ
ム
¥
ニ
、
諸
大
将
ノ
陣
々
ニ
、
江
口
・
紳
崎
ノ
傾
城

共
ヲ
呼
寄
テ
、
様
々
ノ
遊
L

を
す
る
。
そ
の
中
で
、
伯
父
・
甥
の
間
柄
の

名
越
遠
江
入
道
と
名
越
兵
庫
助
と
が
、
双
六
の
饗
の
日
の
事
で
喧
嘩
と
な

り
、
両
人
は
勿
論
の
こ
と
、
両
人
の
郎
従
達
二
百
余
人
ま
で
も
が
差
し
違

え
て
死
ぬ
事
件
が
起
こ
る
。
城
側
は
そ
れ
を
見
て
、
「十
釜
口
/
君

ニ
敵
ヲ
シ

奉
ル
天
罰
一
一
依
テ
、
自
滅
ス
ル
人
々

ノ
有
様
兄
ヨ
」
と
笑
う
。
こ
の
場
面

で
は
、
楠
勢
の
感
想
を
も
包
含
す
る
形
の

「誠
二
是
直
事
ニ
非
ズ
。
天
魔

波
旬
ノ
所
行
鰍
ト
資
テ
、
浅
猿
カ
リ
シ
珍
事
也
」
と
い
う
批
評
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
軍
を
擁
し
な
が
ら
攻
め
あ
ぐ
む
寄
手
の
も
と
に
、

三

月
四
日
鎌
倉
幕
府
よ
り
飛
脚
が
到
着
し
、
「
軍
ヲ
止
テ
徒
-
一
日
ヲ
迭
ル
事
不
レ

可
レ
然
」
と
伝
え
る
。
大
将
遠
の
作
戦
会
議
の
結
果
、

「御
力
ノ
向
ヒ
陣
ト

敵
ノ
城
ト
ノ
際

ニ
、
高

ク
切
立
タ
ル
堀

ニ
橋
ヲ
渡
シ
テ、

城
へ
打
テ
入

ン
」
と
の
作
戦
が
決
定
。

「
京
都
ヨ
リ
番
匠
ヲ
五
百
余
人
召
下
シ
、

五
六
八
九
す
ノ
材
木
ヲ
集
テ
、

廃
サ

一
丈
五
尺
、
長
サ
二
十
丈
絵
ニ
梯
」

を
作
ら
せ、
「
大
縄
ヲ
二
三
千
筋
付
テ
、
車
木
ヲ
以
テ
巻
立
テ
、
城
ノ
切
岸

ノ
上
へ
」
倒
し
懸
け
る
。

「
早
リ
オ
ノ
兵
共
五
六
千
人
」

が
、
こ
の
「
橋

ノ
上
ヲ
渡
リ
、
我
先
ニ
ト
」
進
み
、
「ア

ハ
ヤ
此
城
只
今
打
落
サ
レ
ヌ
ト
見

へ
」
た
が
、
楠
正
成
は
「
粂
テ
用
意
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン
、
投
松
明
ノ
サ
キ

ニ
火
ヲ

付
テ
、
橋
ノ
上

ニ
薪
ヲ
積
ル
ガ
如
ク

ニ
投
集
テ
、
水
曜
押
ヲ
以
テ
油
ヲ
瀧
ノ
流

ル

、
様
ニ
懸
タ
」
た
め
に
、
大
梯
は
炎
上
し
、
「数
千
人
ノ
兵
同
時
二
猛
火

ノ
中

へ
落
重
テ
、

一
人
モ
不
レ
残
焼
死
L

ん
で
し
ま
う
。

更
に
、
「
大
塔
宮
ノ
ム叩
ヲ
含
デ
」
集
結
し
た
七
千
余
人
の
「
吉
野

・
戸
津

河

・
宇
多

・
内
郡
/
野
伏
共
」

が
「
此
ノ
峯
彼
/
谷
ニ

立
隠
テ
、
千
叙
破

寄
手
共
ノ
往
来
ノ
路
ヲ
差
塞
」
い
だ
た
め、

「諸
国
ノ
兵
ノ
兵
般
忽

ニ
蓋
テ
、

人
馬
共
ニ
疲
レ
」
戦
線
を
離
脱
し
よ
う
と
す
る
と
、
「
案
内
者
ノ
野
伏
共
」

が
待
ち
伏
せ
て
襲
撃
す
る
の
で、

討
た
れ
る
か、

又
は
「
希
有
ニ
シ
テ
命

計
ヲ
助
カ
ル
者
」
も
「
馬

・
物
具
ヲ
捨、

衣
裳
ヲ
剥
取
レ

テ」
「
或

ハ
破
タ

ル
蓑
ヲ
身
ニ
価格
テ
、
庸
計
ヲ
際
、
ン
、
或
ハ
草
ノ
葉
ヲ
腰
ニ
巻
テ
、
恥
ア
ラ

ハ
セ
ル
落
人
」

と
し
て

「毎
日
ニ
引
モ
切
ラ
ス
十
方
へ
逃
散
」

っ
た
の
で

あ

っ
た
。
こ
こ
で
も
、
こ
の
寄
手
側
の
有
様
に
つ
い
て
「
前
代
未
聞
ノ
恥

辱
也
」
と
の
批
評
が
加
え
ら
れ
た
上
に
「
サ
レ
パ
日
本
園
ノ
武
士
共
ノ
重

代
シ
タ
ル
物
具

・
太
万

・
刀
ハ
、
品
行
此
時
一一
至
テ
失
ニ
ケ
リ
」
と

い
う
、

や
や
誇
張
気
味
の
せ
一一己
と
「
始
ハ

八
十
島
騎
ト
聞
へ

シ
カ
共
、
A
7
ハ
縫
二
十

苗
円
余
騎
ニ
成

ニ
ケ
リ
」
と
の
要
約
に
よ
っ
て
、
比
較
的
長
文
の
第
二
章
は

Fh
d
 
po
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終
わ
る
。

新
田
義
貞
の
幕
府
へ
の
離
反
が
語
ら
れ
る
第
三
章
の
冒
頭
は
「
上
野
閤

住
人
新
田
小
太
郎
義
貞
卜
申
ハ
、
八
幡
太
郎
義
家
十
七
代
/
後
胤
、
源
家

嫡
流
ノ
名
家
也
。
然
共
平
氏
世
ヲ
執
テ
四
海
皆
其
威
ニ
服
ス
ル
時
節
ナ
レ

パ
、
盤
…
レ
力
関
東
/
催
促
ニ
随
テ
金
剛
山
/
樹
子
二
、
ソ
被
レ
向
ケ
ル
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
〈
源
氏
〉
対
〈
平
氏
〉
と
い
う
捉
え
方
は
、
巻

一
第

一
章
に
も

見
ら
れ
た
認
識
で
あ
り
、
新
田
義
貞
は
鎌
A
豆
春
一府
の
体
制
内
に
お
け
る
関
東
武

士
の
勇
将
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
平
氏
(
北
条
氏
)
に
対
抗
す
る

源
氏
嫡
流
の
武
士
と
い
う
事
に
重
点
を
置
い
て
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

新
田
義
貞
が
執
事
の
船
田
入
道
義
昌
に
相
談
を
持
ち
掛
け
た
「
古
ヨ
リ
源
平

雨
家
朝
家
ニ
仕
へ
テ
、
平
氏
世
ヲ
鼠
ル
時
ハ
、
源
家
是
ヲ
鋲
メ
、
源
氏
上

ヲ
侵
ス
日
ハ
平
家
是
ヲ
治
ム
。
義
貞
不
肖
也
ト
云
へ
共
、
骨
史
家
ノ
門
楯
ト

シ
テ
、
譜
代
弓
矢
ノ
名
ヲ
汚
セ
リ
。
而
ニ
今
相
撲
人
道
ノ
行
迩
ヲ
見

ニ
滅
亡
遠
ニ
非
ズ
。
我
本
園
ニ
跨
テ
義
兵
ヲ
率
、
先
朝
/
度
襟
ヲ
休
メ
奉

ラ
ン
ト
存
ズ
ル
ガ
、
勅
命
ヲ
蒙
ラ
デ
ハ
叶
マ
ジ
。
如
何
シ
テ
大
塔
宮
/
令

旨
ヲ
給
テ
、

此
素
懐
ヲ
可
レ
逮
」
と
い
う
言
葉
に
も
窺
え
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
北
条
高
時
の
「
滅
亡
遠
ニ
非
ズ
」
と
い
う
義
貞
な

り
の
現
実
的
な
予
見
も
含
ん
で
の
つ
義
兵
」
へ
の
決
意
が
見
ら
れ
る
。
船

田
入
道
は
若
い
郎
党
三
十
余
人
に
「
野
伏
」
の
身
支
度
を
さ
せ
、
「
ド
シ
軍
」

を
演
出
、
そ
の
加
勢
に
来
た
「
宇
多
・
内
郡
ノ
野
伏
共
」
を
捕
え
て
大
塔

宮
へ
の
取
次
ぎ
を
頼
む
。
大
塔
宮
か
ら
は
コ
冗
弘
二
年
二
月
十

一
日
」
付
で

「
令
旨
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、
論
旨
ノ
文
章
」
で
討
幕
の
要
請
が
届
く
。
義
貞
は

「
不
レ
斜
悦
デ
」
「
鹿
病
、
ン
テ
、
急
ギ
本
悶
へ
」
下
る
。

第
三
章
後
半
で
は
、
千
剣
破
城
で
の
ん
奇
手
の
兵
の
離
脱

・
戦
意
喪
失
の

雰
囲
気
を
打
開
す
る
た
め
、
六
波
羅
か
ら
宇
都
宮
公
綱
が
派
遣
さ
れ
、
紀

清
両
党
の
千
余
騎
も
寄
手
に
加
わ
っ
た
事
が
記
さ
れ
る
。
宇
都
宮
と
紀
清

両
党
と
は
、
巻
六
に
・
お
い
て
楠
正
成
か
ら
夫
々
「
坂
東
一
ノ
弓
取
」
「
元
来

戦
場
ニ
臨
デ
命
ヲ
棄
ル
事
塵
芥
ヨ
リ
モ
向
軽
ク
ス
」
と
評
さ
れ
た
存
在
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
面
で
も
「
未
レ
屈
荒
手
ナ
レ
バ
、
燃
テ
城
ノ
堀

/
際
マ
デ
責
上
テ
、
夜
査
少
シ
モ
不
一一
引
退
一
十
余
日
マ
デ
ソ
責
タ
リ
ケ
ル
」

と
い
う
戦
い
ぶ
り
と
、
楠
側
の
「
城
モ
少
シ
防
策
タ
ル
鰭
ニ
ゾ
見
ヘ
タ
リ

ケ
ル
」
と
い
う
対
応
ぷ
り
と
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
攻
防
の
決
着
ま
で

は
記
さ
れ
ず
、
「
サ
レ
共
、
紀
清
雨
黛
/
者
ト
テ
モ
、
斑
足
主
ノ
身
ヲ
モ
カ

ラ
ザ
レ
パ
天
ヲ
モ
朔
リ
難
シ
。
龍
伯
公
ガ
力
ヲ
不
レ
得
パ
山
ヲ
モ
掌
難
シ

」

と
し
て
「
後
ナ
ル
者
ハ
手
々
ニ
鋤
・
鍬
ヲ
以
テ
、
山
ヲ
掘
倒
サ
ン
」
と

企
て
「
大
手
ノ
櫓
ヲ
パ
、
夜
章
三
日
ガ
間
ニ
、
念
ナ
ク
掘
リ
崩
シ
」
た
事
、

た
だ
「
諸
人
目
疋
ヲ
見
テ
」
「
我
モ
/
¥
ト
掘
ケ
レ
共
、
廻
リ
一
里
ニ
絵
レ
ル

大
山
ナ
レ
パ
左
右
ナ
ク
掘
倒
サ
ル
ベ
シ
ト
ハ
見
へ
」
な
か
っ
た
と
い
う
戦

況
説
明
で
、
こ
の
章
は
終
わ
る
。

第
四
章
は
、
巻
六
で
大
塔
宮
の
令
旨
を
受
け
て
挙
兵
が
記
さ
れ
た
赤
松

一
族
の
漸
進
的
な
動
き
が
述
べ
ら
れ
る
。
赤
松
円
心
は
「
楠
が
城
強
ク
シ

テ
、
京
都
ハ
無
勢
也
」
と
知
り
、
「
播
磨
園
苔
縄
ノ
城
ヨ
リ
打
テ
出
デ
、
山

陽
・
山
陰
ノ
雨
道
ヲ
差
一塞
ギ
、
山
里
・
梨
原
ノ
間
ニ
陣
ヲ
ト
」
っ
た
が
、
「

六
波
羅
ノ
催
促
ニ
依
テ
上
洛
」
す
る
備
前
・
備
中
・
備
後

・
安
芸
・
周
防
の
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勢
を
船
坂
山
で
防
、ぎ
と
め
た
赤
松
貞
範
が
、

生
捕
り
し
た
二
十
余
人
の
敵
を

は
附
時
小
相
交
」
っ
た
事
で
、
伊
東
大
和
二
郎
は
「
卦
島
小
勝

vrゎ
、
忽

ニ
武
家
奥
カ
ノ
志
ヲ
饗
ジ
テ
、
官
軍
合
鵠
ノ
思
ヲ
ナ
シ
」
「
先
己
ガ
館
ノ
上

ナ
ル
三
石
山
ニ
城
郭
ヲ
構
へ

、
勝
テ
熊
山
へ
取
上
リ
テ
、
義
兵
ヲ
揚
タ
」

た
め
、
そ
れ
と
戦
い
敗
れ
た
備
前
守
護
加
治
氏
は
児
島
へ
退
く
。
「西
園
ヨ

リ
上
洛
ス
ル
勢
ヲ
パ

、
伊
東
ニ
支
へ
サ
セ
テ
、
後
ハ

思
モ
無
」
く
な

っ
た

赤
松
は
「
兵
庫
ノ
北
ニ
嘗
テ
、
摩
耶
ト
云
山
寺
ノ
有
ケ
ル

一一、

先
城
郭
ヲ

構
」
え
る
。

第
五
章
。
六
波
羅
が

「A
7
ハ
四
園
勢
ヲ
摩
耶
ノ
城
へ
ハ

向
べ
シ
」
と
評

定
し
て
い
た
所
へ
、
そ
の
四
国
の
伊
予
固
か
ら
早
馬
が
到
着。

土
居
二
郎

・得
能
弥
三
郎
が
「
宮
方
一
一
成
テ
旗
ヲ
ア
ゲ
、
嘗
閤
ノ
勢
ヲ
相
付
テ
土
佐
園

へ
打
越
」
え
、
合
戦
し
た
長
門
探
題
上
野
介
時
直
の
勢
が
敗
北
し
、
時
直

父
子
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
、

「其
ヨ
リ
後
四
園
ノ
勢
悉
土
居
・
得
能

ニ
属
ス
ル
問
、
其
勢
己
ニ
六
千
余
騎
、
宇
多
津
-
A
7
張
ノ
湊
ニ
舟
ヲ
ソ

ロ

へ
、
只
今
責
上
ン
ト
」
し
て
い
る
の
で

「御
用
、
主
伺
ベ
シ
」
と
伝
え
て
来
た
。

第
六
章
は

「畿
内
ノ
軍
未
ダ
静
ナ
ラ
ザ
ル

一一
、
又
四
国

・
西
園
日
ヲ
追
持法
4
)

テ
乱
ケ
レ
パ
、
人
ノ
心
皆
薄
氷
ヲ
履
デ
園
ノ
危
キ
事
深
淵
ニ
臨
ガ
知
ケ
」

と
、
現
況
を
要
約
し
た
上
で
、
目
を
隠
岐
島
に
転
じ
る
。
大
塔
宮
・
楠
正

成
を
打
倒
で
き
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
赤
松
や
土
居

・
得
能
を
制
御
で
き
な

い
幕
府
・

六
波
羅
に
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
、
そ
れ
ら
の
勢
力
の

〈原
点
〉

と
も
言
う
べ
き

「先
帝
(
後
醍
醐
天
皇)」
に
注
意
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

隠
岐
判
官
佐
々
木
清
高
の
も
と
に
「
抑
今
如
レ
斯
天
下
ノ
飢
ル

、
事
ハ
偏

ニ
先
帝
ノ
度
襟
ヨ
リ
事
輿
レ
リ
。
若
逆
徒
差
チ
ガ
フ
テ
奪
取
奉
ン
ト
ス
ル

事
モ
コ

ソ
ア
レ
、
相
構
テ
能
々
筈
固
仕
ベ
シ
」
と
命
令
が
あ
り
、
厳
重
警

戒
態
勢
が
と
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
閏
二
月
下
旬
、
中
門
の
警
固
役
に
当
た

っ
た
佐
々
木

富
士
名
判
官
義
綱
は
「
如
何
ガ
思
ケ
ン

、
哀
此
君
ヲ
取
奉
テ
、
謀
叛
ヲ

起
サ
パ
ヤ
ト
思
心
L

を
抱
く
。
官
女
を
介
し
て
本
土
の
現
状
を
説
明
し
た
ふ
王

5
d

上
で
「
御
聖
運
開
ベ
キ
時
己
ニ
至
ヌ
ト
コ
ソ
党
テ
候
へ
」
と
し
て
、
主
上
、

(後
醍
醐
天
皇
)
に
隠
岐
脱
出
を
勧
め
る
。

主
上
は
「
猶
モ
彼
偽
テ
ヤ
申

覧
」
と
思
い
、
「義
綱
ガ
志
ノ
程
ヲ
能
々
御
覧
ゼ
ラ
レ
ン
筋
一一
、
彼
官
女
ヲ

義
綱
ニ
被
レ
下
」
た
。
「
面
白
身
ニ
徐
リ
テ
覚
ケ
ル
上
、
最
愛
又
甚
シ
カ
リ
ケ

レ
パ
、
弥
忠
烈
ノ
志
ヲ
頼
、
ン
」
た
義
綱
は
、
「
サ
ラ
パ
汝
先
出
雲
閣
へ
越

テ
、
同
心

ス
ベ
キ
一
族
ヲ
語
テ
御
迎
ニ
参
レ
」
と
の
命
令
に
従
っ
て
出

雲
国
に
渡
る
。
と
こ
ろ
が
相
談
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
塩
冶
判
官
は

「如
何

思
ケ
ン
、
義
綱
ヲ
ヰ
コ

メ
テ
置
テ
」
隠
岐
へ
帰
さ
な
か

っ
た
。
主
上
は
義

綱
が
戻
っ
て
釆
な
い
た
め

「唯
運
ニ
任
テ
御
出
有
ン
ト
思
食
テ
L

「二
一
位
殿

ノ
御
局
ノ
御
産
ノ
事
近
付
タ
リ
ト
テ
、
御
所
ヲ
御
出
ア
ル
由
ニ
テ
」
「
御
輿

ニ
メ
サ
レ
、

六
候
少
将
忠
額
朝
臣
許
ヲ
刀
口
具
、
ン
テ
、
潜
ニ
御
所
ヲ
」
出
た
。

し
か
も
、

「此
健
-一
テ
ハ
人
ノ
怪
メ
申
ベ
キ
上
、
駕
輿
丁
モ
無
」
か
っ
た
の

で
、
「
自
ラ
玉
此
ヲ
草
縫
ノ
塵
ニ

汚
シ
テ
、

自
ラ
泥
土
ノ
地
ヲ
踏
L

む
事
と

介
。

λα

。
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主
上
と
六
条
忠
顕
と
は

「月
待
程
ノ
暗
キ
夜
一
一
、
ソ
コ
共
不
レ
知
遠
キ

野
ノ
道
ヲ
、
タ
ド
リ
」
湊
を
目
ざ
し
つ
つ
も
「
心
身
共
ニ
疲
レ
終
テ
、
野

径
ノ
露
ニ
俳
個
」
し
、
一
軒
の
家
に
た
ど
り
着
く
。
忠
顕
が
「
千
波
湊
」

へ
の
道
を
尋
ね
る
と
、
内
か
ら
出
て
来
た
「
怪
ゲ
ナ
ル
男
」
が
「
心
ナ
キ

田
夫
野
人
ナ
レ
共
、
何
ト
ナ
ク
痛
敷
ヤ
思
進
セ
」
た
の
か
、
「
御
道
シ
ル
ベ

仕
候
ハ
ン
L

と
一言
い
、
「
主
上
ヲ
軽
々
ト
負
進
セ
、
程
ナ
ク
千
波
湊
へ
」
到

着
し
た
。
こ
の
男
は
「
甲
斐
々
々
敷
湊
中
ヲ
走
廻
、
伯
者
ノ
園
へ
潜
モ
ド

ル
商
人
舟
ノ
有
ケ
ル
ヲ
、
兎
角
語
ヒ
テ
、
主
上
ヲ
屋
形
ノ
内
ニ
乗
セ
進
セ
、

其
後
暇
申
テ
」
港
に
と
ど
ま

っ
た
。
こ
の
段
落
は
「
此
男
誠
二
唯
人
ニ
非

ザ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
君
御
一
統
ノ
御
時
ニ
、
尤
忠
賞
有
ベ
シ
ト
圏
中
ヲ
被
レ

尋
ケ
ル
ニ
、
我
コ
ソ
其
ニ
テ
候
へ
ト
申
者
途
ニ
無
リ
ケ
リ
」
と
い
う

一
文

で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
巻
二
で
阿
新
を
助
け
た
山
伏
、
巻
五

で
大
塔
宮
の
危
急
を
野
長
瀬
兄
弟
に
伝
え
た
童
(
北
野
天
神
の
谷
属
た
る

「老
松
明
神
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
)
な
ど
と
も
共
通
す
る
、
説
話
的
要

素
を
担
っ
た
人
物
を
介
在
さ
せ
て
の
場
面
展
開
の
手
法
が
導
入
さ
れ
た
筒

所
と
見
る
事
が
で
き
る
。

夜
が
明
け
て
、
舟
を
出
帆
さ
せ
た
船
頭
は
「
唯
人
ニ
テ
ハ
渡
ラ
セ
給
ハ

ジ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
」
神
妙
・
忠
勤
の
態
度
を
見
せ
た
の
で
、
忠
顕
も
「
隠

シ
テ
ハ
中
々
悪
カ
リ
ヌ
」
と
考
え
、
「
屋
形
ノ
中
ニ
御
座
ア
ル
コ
ソ
、
日
本

図
ノ
主
、
恭
モ
十
善
ノ
君
ニ
テ
イ
ラ
セ
給
へ

。
汝
等
モ
定
テ
聞
及
ヌ
ラ
ン
、

去
年
ヨ
リ
隠
岐
判
官
が
館
ニ
被
二
押
箆
一テ
御
座
ア
リ
ツ
ル
ヲ
、
忠
穎
盗
出

シ
進
、
ン
タ
ル
也
」
と
告
げ
、

「出
雲

・
伯
者
ノ
間
一
一
、
何
ク
ニ
テ
モ
サ

リ
ヌ
ベ
カ
ラ
以
ズ
ル
泊
へ
、
急
ギ
御
舟
ヲ
着
テ
ヲ
ロ
シ
進
ゼ
ヨ
。
御
運
開

パ
、
必
汝
ヲ
侍
ニ
申
成
テ
、
所
領
一
所
ノ
主
ニ
成
ベ
シ
」
と
言
っ

た
と
こ

ろ
、
船
頭
は
「
由
貿
ニ
嬉
シ
ゲ
ナ
ル
気
色
」
と
な
っ
て
「
取
梶

・
面
梶
取
合

セ
テ
、
片
帆
ニ
カ
ケ
テ
L

舟
を
走
せ
た
。

危
機
が
二
度
あ

っ
た
。

一
度
目
は
、
隠
岐
判
官
の
舟
が
接
近
し
て
来
た

場
面
。
こ
の
時
は
、
船
頭
が
主
上
と
忠
顕
と
を
舟
底
に
隠
れ
さ
せ
、
そ
の

上
に
乾
魚
の
入
っ
た
俵
を
積
み
、
水
主

・
梶
取
が
俵
の
上
に
並
ん
で
櫓
を

押
し
、
追
手
の
尋
問
に
対
し
て
は
「
今
夜
ノ
子
/
刻
計
一
一

、
千
波
湊
ヲ
出

候
ツ
ル
舟
ニ
コ
ソ
、
京
上
鵡
カ
ト
覚
、
ン
ク
テ
、
冠
ト
ヤ
ラ
ン
着
タ
ル
人
ト
、

立
烏
帽
子
着
タ
ル
人
ト
、

二
人
乗
セ
給
テ
候
ツ
ル
。
其
舟
ハ
今
ハ
五
六
里

モ
先
立
候
ヌ
ラ
ン
」
と
の
虚
一言
に
よ

っ
て
追
求
を
か
わ
し
た
。
二
度
目
は

「追
手
ノ
舟
百
余
般
、
御
坐
船
ヲ
目
ニ
懸
テ
、
烏
ノ
飛
ガ
如
ク
ニ
追
懸
」

け
て
来
た
場
面
。
今
度
は
、
船
頭
の
「
帆
ノ
下
ニ
櫓
ヲ
立
テ
、
高
里
ヲ
一

時
三
渡
ラ
ン
ト
聾
ヲ
帆
ニ
参
テ
推
」
す
と
い
う
努
力
に
も
関
ら
ず
、
潮
流

も
逆
流
し
、
舟
が
進
ま
ず
水
主

・
梶
取
も
慌
て
騒
ぐ
。
と
こ
ろ
が
、
主
上

が
「
船
底
ヨ
リ
御
出
有
テ
、
膚
ノ
御
護
ヨ
リ
、
例
会
利
ヲ

一
粒
取
出
サ
セ

給
テ
、
御
墨
紙
二
乗
セ
テ
、
波
ノ
上
一
ご
浮
か
べ
た
と
こ
ろ
、
「
龍
一
柳
是
一
一

納
受
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン
、
海
上
俄
ニ
風
替
リ
テ
、
御
坐
船
ヲ
パ
東
へ
吹
送
リ
、

追
手
ノ
船
ヲ
パ
西
へ
吹
モ
ド
」
し
、
主
上
の
船
は

「伯
奮
ノ
園
名
和
湊」

に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
も
神
仏
の
加
護
に
よ
る
場
面
展
開
が
描
か
れ
る
。

港
に
着
く
と
同
時
に
、
忠
顕
が
、
「
此
溢
ニ
ハ
何
ナ
ル
者
ヵ
、
弓
矢
取
テ

人
ニ
被
レ
知
タ
ル
」
と
尋
ね
る
と
、
通
行
人
が
「
名
和
又
太
郎
長
年
」
の
名

を
語

っ
た
の
で
、
忠
顕
は
「
勅
使
ヲ
立
一
ア
」
長
年
に
協
力
を
要
請
し
た
。

酒
宴
中
の
長
年
は
「
此
由
ヲ
間
テ
案
日
ン
煩
タ
ル
気
色
ニ
テ
、
兎
モ
角
モ
」
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1

F

、ノノ勺ノニ

，、
.4ノl
ノ、
y

I

J

即
答
で
き
な
か
っ
た
が
、
弟
の
小
太
郎
長
重
が
「
古
ヨ
リ
今
ニ
至
迄
、
人

ノ
望
所
ハ
名
ト
利
ト
ノ

二
也
。
我
等
恭
モ
十
善
ノ
君
ニ
被
レ
愚
進
テ
、
戸

ヲ
軍
門
ニ
曝
ス
共
名
ヲ
後
代
ニ
残
ン
事
、
生
前
ノ
思
出
、
死
後
ノ
名
審

タ
ル
ベ
シ
。
唯
一
筋
ニ
思
定
サ
セ
給
フ
ヨ
リ
外
ノ
儀
有
ベ
シ
ト
モ
存
候
ハ

ズ
」
と
主
張
し
た
た
め
、
長
年
は
じ
め
一
族
も
同
意
し
た
。
長
重
は
早
速
、

主
上
の
も
と
に
駆
け
つ
け
、
「
着
タ
ル
鎧
ノ
上
一
一
荒
薦
ヲ
巻
テ
、
主
上
ヲ
負

進
セ
、
鳥
ノ
飛
ガ
如
ク
シ
テ
」
船
上
山
へ
赴
く
。
長
年
は
「
我
倉
ノ
内
ニ

ア
ル
所
ノ
米
穀
ヲ
、
一
荷
持
テ
運
ビ
タ
ラ
ン
者
ニ
ハ
、
銭
ヲ
五
百
ヅ
、
取

ラ
ス
ベ
シ
」
と
知
ら
せ
て
回
っ
た
と
こ
ろ
、
五
六
千
人
の
人
夫
が
現
れ
「

一
日
ガ
中
ニ
兵
根
五
千
余
石
」
を
運
ん
だ
。
そ
こ
で
「
其
後
家
中
ノ
財
賓

悉
人
民
百
姓
ニ
奥
テ
、
己
ガ
館
ニ
火
ヲ
カ
ケ
、
其
勢
百
五
十
騎
ニ
テ
、
船

上
ニ
馳
参
リ
、

皇
居
ヲ
警
固
」
し
た
。
一
族
の
名
和
七
郎
は
「
武
勇
ノ
謀
」

が
あ
っ
た
の
で
、
白
布
五
百
反
を
旗
に
仕
立
て
、
「
松
ノ
葉
ヲ
焼
テ
煙
-
一
フ

ス
ベ
、
近
園
ノ
武
士
共
ノ
家
々
ノ
文
ヲ
書
テ
」
方
々
の
峰
や
木
の
本
に
立

て
た
と
こ
ろ
、
「
山
中
ニ
大
勢
充
満
シ
タ
リ
」
と
見
え
た
。

第
七
章
は
船
上
山
の
合
戦
と
主
上
側
の
勝
利
を
述
べ
る
。
船
上
の
城
は

「俄
ニ
梼
へ
タ
ル
城
ナ
レ
パ
、
未
堀
ノ

一
所
ヲ
モ
不
レ
掘
、
界
ノ

一
重
ヲ

モ
不
レ
塗
、
唯
所
々
ニ
大
木
少
々
切
倒
シ
テ
、
逆
木
ニ
ヒ
キ
、
坊
舎
ノ
蓑

ヲ
破
テ
、
カ
ヒ
楯
ニ
カ
ケ
ル
計
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
押
し
寄
せ
た
隠

岐
判
官
(
佐
々
木
清
高
)

・
佐
々
木
弾
正
左
衛
門

(
H
M

綱
)
の
三
千
余
騎

は
「
{
家
々
ノ
旗
四
五
百
流
」
を
見
て
進
攻
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
佐

々
木
回
目
綱
が
流
れ
矢
に
よ
っ
て
死
亡
、
八
百
余
騎
の
「
佐
波
前
司
」
は
降

参
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
隠
岐
判
官
は
攻
撃
を
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
夕
刻
、

「
俄
ニ
天
カ
キ
曇
り
、
風
吹
キ
雨
降
事
車
軸
ノ
如
夕
、

雷
ノ
鳴
事
山
ヲ
崩

ス
ガ
如
、
ン
」
と
い
う
天
変
の
た
め
に
寄
手
が
「
オ
ヂ
ワ
ナ
、
ヒ
テ
、
斯
彼

ノ
木
陰
ニ
立
寄
テ
ム
ラ
ガ
リ
居
タ
ル
所
」
を
、
名
和
長
年

・
長
重

・
長
生

ら
が
急
襲
。
結
局
、
隠
岐
判
官
だ
け
が
助
か
っ
て
、
①
「
小
舟
一
般
ニ
取

乗
、
本
国
へ
逃
錦
リ
ケ
ル
ヲ
、
園
人
イ
ツ
シ
カ
心
替
シ
テ
、
津
々
浦
々
ヲ

堅
メ
フ
セ
ギ
ケ
ル
間
」
、
②
「
波
ニ
任
セ
風
ニ
随
テ
越
前
ノ
敦
賀
へ
漂
ヒ
寄

タ
リ
ケ
ル
ガ
」
、
③
「
幾
程
モ
無
シ
テ
、
六
波
羅
没
落
ノ
時
、
江
川
番
場
ノ

辻
堂
ニ
テ
、
腹
掻
切
テ
失
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
け
て
④
「
世

涜
季
ニ
成
ヌ
ト
イ
へ
共
、
天
理
未
ダ
有
ケ
ル
ニ
ヤ
、
徐
ニ
君
ヲ
悩
シ
奉
リ

ケ
ル
隠
岐
判
官
が
、

ゴ
一
十
余
日
が
間
ニ
滅
ビ
ハ
テ
、
、
首
ヲ
軍
門
ノ
瞳
ニ

懸
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
」
の
一
文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
主
上
隠
岐
園
ヨ
リ
還
幸
成
一
ア
、
船
上
-
一
御
座
有
卜
聞
へ
」
た
事
で

「
悶
々
ノ
兵
共
ノ
馳
参
ル
事
引
モ
不
レ
切
」
と
い
う
状
況
が
、
第
七
章
の

後
半
で
あ
る
。
「
先
一
番
ニ
出
雲
ノ
守
護
塩
谷
判
宣
口
同
貞
、
富
士
名
判
官
ト

打
連
、
千
余
騎
一
一
テ
馳
参
」
っ
た
の
を
初
め
と
し
て
、
「
出
雲
一

・
伯
老
目
・
因

幡、

一二
箇
園
ノ
間
一
一
、
弓
矢
ニ
携
ル
程
ノ
武
士
共
ノ
参
一
フ
ヌ
者
ハ
無
」
か

っ
た
し
、
「
固
定
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」
、
石
見

・
安
芸

・
美
作

・
備
後
・
備
中

・
備
前

の
武
士
、
「
此
外
四
園
九
州
ノ
兵
」
ま
で
も
が
、
我
さ
き
に
と
馳
せ
参
じ
た

の
で
、
「
其
勢
舟
上
山
ニ
居
絵
リ
テ
、
四
方
ノ
麓
二
三
里
ハ
、
木
ノ
下

・
草

ノ
陰
マ
デ
モ
、
人
ナ
ラ
ズ
卜
云
所
ハ
無
リ
ケ
リ
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
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巻
七
全
体
を
見
る
と
、

A
「
鎌
倉
幕
府
の
斜
陽
」
と
、

B
「
後
醍
醐
天
皇
の

復
活
」
と
い
う
事
が
対
照
的
な
主
題
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

A

は
、
す
で
に
巻
一
に
お
い
て
瞥
見
し
う
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
巻
五
に
お

い
て
は
、
北
条
高
時
個
人
の
問
題
と
い
う
形
で
内
部
崩
壊
の
予
感
が
語
ら

れ
、
巻
六
に
お
い
て
は
、
楠
正
成
の
見
た
聖
徳
太
子
の

『未
来
記
』
だ
け

で
な
く
、
一
鎌
倉
武
士
人
見
四
郎
入
道
思
阿
の
一
言
葉
に
も
、
現
れ
て
い
た
。

巻
七
に
な
る
と
、
「
源
家
嫡
流
ノ
名
家
」
で
あ
る
新
国
義
貞
が
「
平
氏
」
で

あ
る
北
条
高
時
の
「
滅
亡
遠
ニ
非
ズ
」
と
見
て
、
「
義
兵
」
を
挙
げ
て
「
先

朝
(
後
醍
醐
天
皇
)
ノ
{
辰
襟
ヲ
休
メ
奉
ラ
ン
」
た
め
に
「
大
塔
宮
ノ
令
旨
」

を
拝
戴
す
る
、
と
い
う
形
で
語
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
令
旨
を
受
け
る
事

が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
だ
け
で
な
く
、
令
旨
を
受
け
た
後
、
「
虚
病
」

を
理
由
に
戦
線
離
脱
が
で
き
た
と
い
う
よ
う
な
点
に
も
、
大
軍
を
擁
し
な

が
ら
、
敗
北
を
繰
り
返
す
幕
府
側
の
素
顔
を
見
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
官
軍
の
方
は
、
大
搭
宮
か
ら
楠
正
成
ま
で
の
均
一幅
H

と
し
て
考
え

る
事
が
で
き
る
。
自
ら
も
負
傷
し
て
血
を
流
し
、
村
上
父
子
の
死
と
引
き

替
え
に
辛
う
じ
て
危
地
を
脱
す
る
こ
と
の
で
き
た
大
塔
宮
と
、
「
元
来
勇
気

智
謀
相
粂
タ
ル
者
」
と
し
て
「
少
シ
モ
サ
ハ
ガ
ズ
」
状
況
を
「
見
ス
マ
シ

テ
」
敵
を
翻
弄
し
、
「
粂
テ
巧
タ
ル
」
作
戦
を
「
所
存
ノ
如
ク
」
実
行
す

る
楠
正
成
と
は
、
官
中
阜
の
両
極
を
象
徴
す
る
人
物
像
と
考
え
る
事
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
の

二
人
を
両
極
と
す
る
H

幅
H

の
中
に
、
た
と
え
ば
、

赤
松
や
土
居

・
得
能
だ
け
で
な
く
、
無
名
の
「
野
伏
」
達
が
含
ま
れ
る
。

実
際
、
新
田
義
貞
の
執
事
船
田
入
道
が
大
塔
宮
へ
の
連
絡
を
と
る
手
段
と

し
て
、
「
己
ガ
若
黛
ヲ
三
十
余
人
、
野
伏
ノ
質
ニ
出
立
セ
テ
、
夜
中
ニ
葛
城

へ
上
セ
」
た
事
を
見
て
も
、
官
軍
側
の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て

い
た
か
を
窺
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
無
名
性
は
、

B
の
問
題
に
も
つ
な
が
り
を
待
っ
て
い
る
。
執
助
に

幕
府
軍
を
悩
ま
せ
て
戦
い
続
け
る
楠
正
成
と
大
塔
宮
、
そ
れ
を
支
え
と
し

て
赤
松
や
土
居

・
得
能
の
よ
う
に
、
官
軍
漸
増
の
輪
が
広
が

っ
て
ゆ
く
。

そ
う
い
う
状
況
に
つ
い
て
、
佐
々
木
富
士
名
判
官
義
綱
か
ら
報
告
を
受
け

た
主
上

・
後
醍
醐
天
皇
は
、
義
綱
自
身
に
つ
い
て

一
度
は
情
疑
心
を
抱
い

た
も
の
の
、
隠
岐
脱
出
を
決
意
す
る
。
こ
の
場
面
に
つ

い
て
は
、
別
表
の

よ
う
に
二
系
統
の
文
脈
が
見
ら
れ
る
。
古
熊
本
系
統
の
本
文
の
場
合

(

義
輝
本
も
文
飾
を
除
け
ば
こ
の
系
統
)
、
官
女
を
下
賜
さ
れ
た
義
綱
が
、
そ

の
事
を
名
誉
に
思
っ
た
だ
け
で
な
く
、
官
女
を
も
最
愛
し
、
ま
す
ま
す
主

上
へ
の
忠
義
心
を
強
く
抱
い
た
た
め
に
、
主
上
も
義
綱
を
信
用
し
、
脱
出

の
決
意
を
固
め
た
事
に
な
る
。
一
方
、
流
布
本
の
場
合
、
義
綱
は
主
上
へ

の
忠
義
心
を
持
ち
、
命
令
を
受
け
て
出
雲
に
渡
り
下
準
備
に
取
り
掛
か

っ

た
矢
先
に
、
相
談
を
持
ち
か
け
た
塩
治
判
官
に
拘
束
さ
れ
て
し
ま
い
隠
岐

へ
帰
れ
な
く
な
っ
た
が
、
主
上
は
そ
れ
に
も
関
ら
ず
「
運
一
一
任
テ
」
脱
出

を
決
意
し
た
と
い
う
事
に
な
る
。
た
だ
、
古
熊
本
系
の
本
文
の
場
合
で
も
、

義
綱
は
実
際
の
脱
出
行
の
途
中
で
は
登
場
し
な
い
の
で
、
そ
の
「
忠
烈
」

は
、
第
七
章
末
尾
の
、
船
上
山
へ
の
一
番
乗
り
と
い
う
形
で
し
か
表
現
さ

れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
一

方
、
流
布
本
系
の
本
文
の
場
合
、
後
に
「
先
一

番
ニ
出
雲
ノ
守
護
塩
谷
判
官
高
貞
、
富
士
名
判
官
ト
打
連
、
千
余
騎
ニ
テ
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御出 徐主置官 i度 被スサ 5ホ 上
ニ上テ如テ 二仰 ベラ '申"山 最判
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フ ケ
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卜
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モ ソ

相違
額 ケ 絵
ン レリ

ア ケ ノ、 ア

フ jレ 党
ン ケ
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ノ、 ノ、 ン忠ノ 世島麗サ
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相違
エ志閑 ルノ絵
ルヲナ契常ミリ

ノ、 色進ラナ陸ナケ

不レ 隠 メス ラ 帯 ラル
ナ鉦 子結 ズ 上

有 カ レ ハ ノ情此
ト リ 貢t 借神 ノ 女
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馳
参
ル
」
と
記
さ
れ
る
文
と
の
懸
隔
が
見
ら
れ
、
塩
冶
判
官
が
義
綱
を
拘

束
し
た
事
情
が
「
如
何
思
ケ
ン
」
と
し
か
書
か
れ
な
い
辺
に
も
疑
問
が
残

る
。
流
布
本
第
六
章
に
唐
突
な
形
で
登
場
す
る
塩
冶
判
官
は
、
あ
る
い
は

「
出
雲
一守
護
」
と
し
て
の
一
つ
の
立
場
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
事
が

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
、
主
上
自
身
、
隠
岐
島
を
脱
出
し
出
雲
に
到
着
す
る
過
程
に
お

い
て
は
、
六
条
忠
顕
と
と
も
に
自
ら
歩
く
と
い
う
よ
う
な
苦
難
も
あ
っ
た

し
、
「
膚
ノ
御
護
ヨ
リ
、
偽
舎
利
ヲ

一
粒
取
出
」
し
て

「御
塁
紙
ニ
乗
セ
テ
、

波
ノ
上
ニ
」
浮
か
べ
る
事
に
よ
っ
て
追
跡
の
舟
か
ら
逃
れ
る
と
い
う
よ
う

な
超
人
的
な
振
舞
い
も
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
主
上
を
支
え

た
の
は
、
忠
顕
を
除
け
ば
、
「
千
波
湊
」
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
「
怪
ゲ
ナ
ル

男
」
に
し
て
も
、
出
雲
ま
で
の
舟
の
船
頭
達
に
し
て
も
、
無
名
の
人
物
な

(注
6
)

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
右
の
「
怪
ゲ
ナ
ル
男
」
の
登
場
す
る
段
落
を
義

輝
本
は
次
の
よ
う
に
終
結
さ
せ
る
。
「
此
男
誠
ニ
只
人
-
て
ア
ハ
ア
ラ
サ
リ
ケ

ル
ニ
ヤ
君
御
一
統
之
時
尤
モ
抽
賞
有
ル
ヘ
シ
ト
テ
圏
中
ヲ
尋
ラ
レ
ケ
レ
ト

モ
我
コ
ソ
ト
テ
参
者
ツ
イ
ニ
無
リ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
是
何
様
天
照
太

神
正
八
幡
宮
聖
王
ヲ
鎮
衛
シ
給
テ
海
山
千
里
ノ
外
マ
テ
モ
守
セ
給
ケ
ル

ニ
コ
ソ
ト
滋
モ
敷
ク
覚
へ
ケ
ル
事
共
也
」
。
こ
こ
に
は
、
無
名
性
に
つ
い
て
の

一
つ
の
解
釈
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
が
]
「
怪
ゲ
ナ
ル
男
」
に
し
て

(注
7
)

も
、
「
天
照
太
神
・
正
八
幡
宮
」
に
し
て
も
、
H

不
思
議
“
と
い
う
点
で
は
共

通
し
て
お
り
、
そ
れ
は
又
、
一
粒
の
「
悌
舎
利
」
に
よ
る
危
地
脱
出
場
面

に
も
、
船
上
山
攻
撃
障
の
急
速
な
敗
退
場
面
に
も
繋
が
っ
て
行
く
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
隠
岐
判
官
・
佐
々
木
清
高
の
最
期
を
、
先
取
り
し
て
語

守

1

っ
て
し
ま
う
箇
所
(
第
七
章
の
③
④
)
に
お
い
て
も
、
現
世
を
「
涜
季
」
と

認
識
し
つ
つ
も
、
隠
岐
判
官
の
死
を
「
天
理
未
ダ
有
ケ
ル
ニ
ヤ
」
と
い
う

抽
象
的
論
理
の
中
に
解
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
例
え
ば
、
出
雲
に
お
い
て
主
上
を
守
護
す
る
「
名
和
長
年
」
は
、

個
人
名
が
出
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
「
長
年
」

個
人
と
い
う
よ
り
、
「
長
重
」

Z
和
七
郎
」
「
長
生
」
ら
を
含
む
集
団
と
し
て
の
「
名
和
一
族
」
が
、
「
名
和

長
年
」
と
い
う
一
つ
の
見
出
し
語
の
形
で
語
ら
れ
る
時
も
あ
っ
た
と
考
え

る
事
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
巻
三
の
笠
置
合
戦
に
お
い
て
活
躍
し
た

「
陶
山
一
族
」
の
例
な
ど
と
も
共
通
し
つ
つ
、
風
刺
的
狂
歌
の
作
者
等
を

も
含
む
、
広
い
意
味
で
の
無
名
性
と
い
う
風
に
言
う
事
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
章
「
千
剣
破
城
軍
事
」
に
お
け
る
楠
正
成
の
「
心
ノ

程
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
楠
正
成
方
を
「
見
侮

テ
」
大
軍
で
押
し
寄
せ
た
幕
府
軍
に
対
し
て
、
楠
方
は
「
少
シ
モ
サ
ハ
ガ

ズ
静
マ
リ
錦
テ
」
待
ち
受
け
、
奇
略
に
よ
っ
て
寄
手
を
翻
弄
す
る
。
更
に
、

寄
手
の
水
源
筈
備
兵
が
「
次
第
々
々
ニ
心
慨
リ
、
機
緩
テ
」
「
用
心
ノ
穂
少

シ
無
沙
汰
ニ
」
な
る
と
、
楠
は

「
是
ヲ
見
ス
マ
シ
テ
」
「
夜

ニ
紛
テ
」
攻
撃

を
し
か
け
、
敗
走
し
た
敵
の
「
捨
置
タ
ル
旗

・
大
幕
ナ
ン
ド
取
持
セ
テ
」

「
関
ニ
城
中
へ
」
引
き
あ
げ
る
。
翌
日
、
そ
れ
ら
を
掲
げ
て

「
ド
ッ
ト
笑
」

っ
て
、
敵
を
侮
辱
し
、
「
安
カ
ラ
ヌ
事
」
に
思
っ
て
攻
め
寄
せ
た
攻
撃
軍
に

大
石
を
投
げ
か
け
て
被
害
を
与
え
る
。
よ
う
や
く
「
侮
リ
ニ
ク
、
」
思
っ

た
寄
手
が
攻
撃
を
中
止
し
、
城
側
も
一
度
は
「
被
レ
悩
心
地
シ
テ
、
心
ヲ
遺

方
モ
無
」
く
な
る
が
、
こ
こ
で
の
正
成
は
「
イ
デ
サ
ラ
パ
、
又
寄
手
タ
パ

カ
リ
テ
居
眠
サ
マ
サ
ン
」
と
人
形
を
作
っ
て
寄
手
を
挑
発
し
、
攻
め
寄
せ
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も

た
幕
府
勢
を

「粂
テ
巧
タ
ル
事
ナ
レ
パ
」
城
に
近
付
け
、

「所
存
ノ
如
ク」

大
石
を
投
、
け
落
と
し
、
又
し
で
も
被
害
を
与
え
る
。

そ
の
結
果
、
攻
撃
の

方
法
を
失
っ
た
寄
手
側
で
は
、
遊
興
中
に
味
方
同
志
の
喧
嘩
か
ら
殺
し
合

い
に
ま
で
発
展
す
る

「
浅
猿
カ
リ
シ
珍
事
」

を
も
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。

最
後
に
は
、
幕
府
の
命
令
に
よ
り
、
大
き
な

「梯
L

を
作

っ
て
攻
勢
に
転

じ
た
寄
手
側
に
対
し
、
楠
は
「
粂
テ
用
意
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ン
」

「投
松
明
ノ
サ

キ
ニ
火
ヲ
付
テ
」
投
げ
、
「
水
弾
ヲ
以
テ
油
ヲ
瀧
ノ
流
ル
、
様
ニ
懸
タ
」

た
め
、
大
梯
は
炎
上
し
、
寄
手
は
皆
滅
的
打
撃
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
に
合
戦
の
経
過
を
見
て
来
る
と
、
楠
正
成
の
「
心
」
と
は
、

「
勇
気
智
謀
」
に
基
づ
く
心
理
作
戦
の
形
を
と
っ

て
表
わ
さ
れ
る
も
の
で

あ
り

γ，
棋
士
の
数
に
よ
っ
て
は
測
り
得
ぬ
「
心
ノ
程
」
ゆ
え
に
、
や
は
り

「
不
思
議
」
な
も
の
と
い
う
事
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
は
、

第
四
章
で
赤
松
貞
範
が
敵
の
捕
虜
に
対
し
で
、
殺
す
こ
と
な
く
「
情
深
ク
」

遇
し
た
と
い
う
例
の
よ
う
な
発
揮
の
さ
れ
方
も
あ
り
、
第
六
章
に
お
け
る

名
和
長
年
の
ご
と
く

「
我
倉
ノ
内
ニ
ア
ル
所
ノ
米
穀
ヲ
、

一
荷
持
テ
運
ビ

タ
ラ
ン
者
ニ
ハ
、
銭
ヲ
五
百
ヅ

、
取
ラ
ス
ベ
シ
」
と
い
う
現
実
的
方
針
を

掲
げ
て

寸
家
中
ノ
財
賓
悉
人
民
百
姓
ニ
奥
テ
、
己
ガ
館
ニ
火
ヲ
カ
ケ
テ
」

主
上
の
も
と
へ
馳
せ
参
ず
る
例
の
よ
う
な
発
現
の
さ
れ
方
も
あ
る
。

結
局
、
隠
岐
島
か
ら
、
ま
ず
出
雲
へ
と
帰
還
し
た
後
醍
醐
天
皇
は、

必
…
名
H

の
人
物
や
μ

不
思
議
H

な
力
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
現
実
的
に
は
西
国

の
勢
力
を
集
結
さ
せ
う
る
原
点
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
幕
府
す
な
わ
ち

北
条
氏
の
滅
亡
を
加
速
さ
せ
る
形
で
、
物
語
の
中
に
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

(
注
)
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本

(岩
波
書
底
)
に
よ
る
。

傍
点
は
筆
者。

以
下
同
じ
。
傍
点
を
付
し
た
語
句
に
は
、
作
者
の
論
理
を

窺
う
事
が
で
き
る
も
の
が
多
い
。

神
田
本
・

西
源
院
本

・
玄
玖
本
は
「
不
思
議
ナ
レ
」
、
義
輝
本
は

「イ
サ

マ

シ
ケ
レ
」。

義
輝
本
は
第
五
章
と
第
六
章
と
を
分
け
ず
、「告
タ
リ
ケ
ル

六
波
羅
北
早

馬ニ
驚
1

畿
内
」
と
続
け
る。

以
下
、
本
稿
で
は
、「
先
帝
」
と
も
あ
る
後
醍
醐
天
皇
を
、
本
文
中
の

「主

上
」
と

い
う
語
に
統
一
し
て
使
用
す
る
。

な
お
、
大
森
北
義
氏
は
「
後
醍

醐
天
皇
が
反
幕
府
運
動
の
象
徴
と
し
て
意
味
と
機
能
を
も
ち
始
め
よ
う
と

す
る
時
点
か
ら
は
、
「
主
上
」
と
い
う
呼
称
を
公
然
を
使
用
し
て
い
く
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
(
「
『
太
平
記
』
の
構
想
と
方
法
」

・
第

一
章

〈明
治
書
院

・
昭
和
臼
年
〉)。

野
津
龍

『隠
岐
島
の
伝
説
』(鳥
取
大
学
教
育
学
部
国
文
学
第
二
研
究
室
発

行

・
昭
和
白
年
7
月

ω日
)
に
は
、
こ
の
脱
出
を
め
ぐ
っ
て
、
地
名
伝
承

な
ど
と
と
も
に、

天
泉
が
日
ご
ろ
信
仰
し
て
い
た
「
美
田
八
幡
宮
」
の
神

が
翁
姿
と
な
っ

て
現
れ
て
守
護
し
た
こ
と
、
「
西
ノ
島
町
美
田
{子
小
向
」
の

「面
屋
」
(
屋
号
)
の
先
祖
に
あ
た
る
「
地
蔵
兵
衛
」
と
い
う

「三
十
三
歳

で
八
人
力
、
六
尺
に
余
る
男
」
が
手
助
け
を
し
た
が
、「
帰
途
台
風
に
遭
っ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
う
伝
承
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
不
思
議
」
と
い
う
語
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「『太
平
記
』
に
お
け
る

「不

思
議
L

の
一
解
釈
」
(
『
解
釈
」
第
四
巻
第
叩
号
)
で
論
及
し
た
事
が
あ
る

2 3 4 5 
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が
、
大
森
氏
は
『
太
平
記
』
の
「
二
つ

の
方
法
」
と
し
て
、
弓
序
」

H

「
不
思
議
」
の
方
法
H

と
を
提
唱
さ
れ
た
。
注
5
参
照
。

8

注
3
に
記
し
た
よ
う
に
、
流
布
本
の
「
不
敵
ナ
レ
」
、
義
輝
本
の

マ
シ
ケ
レ
」
と
い
う
価
値
判
断
を
明
示
し
た
形
よ
り
も
、
古
熊
本
の
「
不

思
議
ナ
レ
」
の
方
が
、
楠
正
成
像
の
ス
ケ
ー
ル
に
合
っ
た
も
の
と
言
え
よ

の
方
法
仰
と

「
イ
サ

予「ノ。

A
せ
弓

t
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